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第2図　Phenylbutazoneの体内分布（猫）
　　　　　と肝障碍（注射3時間後）
臓器の中では，腎臓の中に最：も多くのPhenylbutazoneが
分布して居たが，その濃度は血中濃度の1／2にも達しなか
つた。肝臓内には腎臓内よりも幾分少ないようであり，筋
肉には血中の1／10程度に，さらに脳内には極く僅かに分布
しているに過ぎなかつた。このことからPhenylbutazone
は腎臓及び肝臓には比較的多く分布するが，筋肉及び脳に
は極く僅かに分布するに過ぎないものと考えられる。
　正常猫におけるPhenylbutazoneの血清及び臓器内の
分布は以上によつて知ることが出来たが，しからば肝障碍
を起した場合にこの分布状態が如何に変化するであろうか。
　肝障碍を起させるために，われわれは，CChを用い，そ
の投与後24時聞にしてPhenylbutazoneを一与えて上記の
ように実験をした結果，第4表及びng　2図を得た。但し，
CCI4中毒猫に30　mg／kgのPhenylbutazoneを注射すると
数時間ないし24時間以内に死亡する例の多かつたことは
興味のあることであり，著しく抵抗が減弱したものと思わ
れる，注射後3時開においては，CCL中毒群の1血中濃度は
正常猫のそれより目立つて低く，逆に臓器内濃度は正常よ
りも著しく高い値を示した。以上のことから，’㏄14中毒
時にはPhenylbutazoneの｝賊器組織内移行量が著明に増
加するものと考えられ，これが抵捕減弱と関係あるものと
思われる。
結 論
　1＞われわれは，猫を使つてPhenylbutazoneの体内
分布並びにこれに及ぼす肝障碍の影響について研究した。
　2）1血満内漂度の時間的経過：注射後30分後までは急
速に減少し，その後30分ないし2時聞30分位の闇は殆ど
または全く減少せず，注射後1～3時開目からは殆んど直
線的漸滅を見た。しかして24時間後の血清内濃度は5分
後の濃度の1／4～1／2の程度であつた。
　3）体内分布：一般に血清中の濃度に比較して臓器内
濃度は著しく低かつた。臓器のうちでは腎戯に最も多く見
られて弐いで肝臓に多かつた。
　4）CCL中毒による体内分布の変化＝注射後3時問日
の猫におbては，血浩中濃度が正常猫に比較して著しく低
．く，逆に臓器内の濃度は正常猫よりも高い値を示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32．5．7受付）
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